
 

 

 
 

 

 
3
・
13
重
税
反
対
全
国
統
一
行
動
吹
田
集
会 

3
月
12
日
に
3
・
13
重
税
反
対
全
国
統
一
行
動
吹
田
集
会
を
メ

イ
シ
ア
タ
ー
集
会
室
で
開
催
し
ま
し
た
。
民
商
・
生
健
会
・
新
婦
人
・

年
金
者
組
合
・
消
費
税
を
な
く
す
会
の
5
団
体
か
ら
32
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
今
年
は
感
染
症
へ
の
対
応
と
し
て
実
行
委
員
団
体
の
役

員
の
み
に
参
加
を
絞
っ
て
の
集
会
と
し
ま
し
た
。 

民
商
の
岡
崎
会
長
代
行
か
ら
主
催
者
挨
拶
と
し
て
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

で
の
民
商
活
動
や
国
政
の
問
題
に
も
触
れ
な
が
ら
良
い
集
会
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
と
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
集
会
で
は
実
行
委
員
団

体
の
各
団
体
か
ら
代
表
発
言
を
行
い
ま
し
た
。
年
金
者
組
合
の
辻
口

さ
ん
は
大
阪
地
裁
の
生
活
保
護
裁
判
の
勝
訴
か
ら
国
が
進
め
る
悪
政

に
つ
い
て
年
金
の
支
給
を
引
下
げ
る
マ
ク
ロ
ス
ラ
イ
ド
、
医
療
費
負

担
倍
増
な
ど
社
会
保
障
改
悪
を
進
め
な
が
ら
、
軍
事
費
な
ど
に
は
多

額
の
財
源
を
使
う
政
治
は
お
か
し
い
、
今
日
一
日
元
気
よ
く
訴
え
ま

し
ょ
う
と
発
言
。
新
日
本
婦
人
の
会
の
平
岡
さ
ん
は
主
婦
の
目
線
か

ら
の
報
告
と
し
て
、
家
計
簿
か
ら
1
か
月
の
消
費
税
の
負
担
を
計
算

し
た
経
験
を
話
さ
れ
、
政
府
の
一
時
的
な
景
気
対
策
で
は
な
く
、
消

費
税
減
税
こ
そ
必
要
と
発
言
さ
れ
ま
し
た
。
民
商
は
塚
本
さ
ん
が
コ

ロ
ナ
危
機
の
下
で
の
自
ら
や
民
商
会
員
の
営
業
の
実
情
を
報
告
し
ま

し
た
。
今
年
か
ら
登
録
が
始
ま
る
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
問

題
な
ど
も
発
言
さ
れ
ま
し
た
。
生
健
会
の
菅
野
さ
ん
は
生
活
保
護
切

り
下
げ
訴
訟
の
大
阪
地
裁
で
の
勝
訴
判
決
に
つ
い
て
、
国
の
物
価
算

定
に
日
常
的
に
購
入
し
な
い
パ
ソ
コ
ン
や
テ
レ
ビ
の
価
格
が
算
定
に

含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
詳
し
く
報
告
。
消
費
税
を
な
く
す
会
の
高
田

さ
ん
は
手
作
り
の
プ
ラ
カ
ー
ド
な
ど
を
つ
く
り
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
工

夫
し
な
が
ら
続
け
て
い
る
宣
伝
活
動
を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

記
念
報
告
は
日
本
共
産
党
の
大
阪
7
区
国
政
対
策
委
員
長
の
川

添
健
真
（
か
わ
そ
え
た
つ
ま
）
さ
ん
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
川
添

さ
ん
は
日
常
の
活
動
で
聞
い
た
街
の
声
を
紹
介
し
、
持
続
化
給
付
金

な
ど
中
小
業
者
支
援
の
打
ち
切
り
や
総
務
省
の
接
待
問
題
な
ど
国
政

の
問
題
に
も
触
れ
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
む
中
小
業
者
の
支
援

と
し
て
消
費
税
の
減
税
と
納
税
免
除
の
必
要
性
と
、
大
企
業
な
ど
に

は
応
能
負
担
を
求
め
集
め
た
税
金
を
社
会
保
障
の
充
実
で
市
場
に
還

元
す
る
こ
と
が
大
切
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。
報
告
の
最
後
に
「『
み
ん

な
で
変
え
る
。
み
ん
な
と
変
え
る
』
を
信
条
に
一
緒
に
が
ん
ば
っ
て

い
き
た
い
」
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。
集
会
終
了
後
に
は
集
団
申

告
に
約
250
名
の
会
員
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

大
商
連
青
年
部
協
議
会
主
催 

持
続
化
補
助
金
の
学
習
会
＆
交
流
会 

持
続
化
補
助
金
に
「
低
感
染
リ
ス
ク
型
ビ
ジ
ネ
ス
枠
」
（
補
助
率

75
％
、
最
大
100
万
円
）
が
新
設
さ
れ
、
事
業
再
構
築
補
助
金
に
は

「
緊
急
事
態
宣
言
特
別
枠
」
が
加
わ
り
ま
し
た
。
中
小
企
業
診
断
士

と
補
助
金
を
獲
得
し
た
業
者
青
年
を
招
き
、
制
度
の
概
要
や
経
営
計

画
書
の
作
成
な
ど
を
学
び
ま
す
。
み
ん
な
で
挑
戦
し
、
コ
ロ
ナ
禍
を

乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。 

日
時 

4
月
5
日
（
月
）
20
時
00
分
～
21
時
30
分 

会
場 

大
商
連
会
館
3
Ｆ 

大
阪
市
中
央
区
玉
造
2-

28-

4 

講
師 

関
浦 

照
隆
さ
ん
（
中
小
企
業
診
断
士
） 

森
山 

勇
輝
さ
ん
（
防
水
工
事
、
大
青
協
副
会
長
） 

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
利
用
す
る
リ
モ
ー
ト
で
の
参
加
も
可
能
で
す
。
参
加

希
望
者
が
多
い
場
合
は
吹
田
民
商
の
事
務
所
を
リ
モ
ー
ト
会
場
で
設

け
ま
す
。
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 
労
働
保
険
・建
設
業
の
一
人
親
方
労
災 

民
商
で
は
労
働
保
険
事
務
組
合
を
運
営
し
、
会
員
の
労
働
保
険
事

務
の
委
託
や
一
人
親
方
労
災
の
加
入
を
受
け
て
い
ま
す
。
労
働
保
険

は
民
商
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 一
人
親
方
の
労
災
保
険
特
別
加
入
を
活
用
し
ま
し
ょ
う 

民
商
で
建
設
業
一
人
親
方
労
災
保
険
の
特
別
加
入
の
手
続
き
が
で

き
ま
す
。
建
設
業
で
は
近
年
、
国
土
交
通
省
の
指
導
に
よ
り
親
会
社

か
ら
労
災
保
険
の
加
入
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
特
別
加
入
し
て
い
れ
ば
、
労
災
保
険
か
ら
治
療
費
や
休
業
給
付

の
保
障
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
万
が
一
の
事
故
の
際
に
補
償
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
加
入
を
積
極
的
に
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。 

 従
業
員
を
雇
用
し
て
い
れ
ば
労
働
保
険
の
加
入
を 

労
働
保
険
は
労
働
者
を
対
象
に
し
た
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
を
総

称
し
た
言
葉
で
す
。
保
険
給
付
は
別
個
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
保
険
料

の
取
扱
い
は
一
体
で
行
い
ま
す
。
従
業
員
を
雇
用
し
て
い
れ
ば
加
入

は
義
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。「
短
時
間
の
パ
ー
ト
や
学
生
の
ア
ル
バ
イ

ト
だ
け
」「
労
災
な
ん
て
滅
多
に
起
き
な
い
仕
事
」
で
も
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

伝
言
板 

営
業
時
間
短
縮
協
力
金 

第
2
期
分 

申
請
会 

3
月
22
日
（
月
）
14
時
00
分 

民
商
会
館 

3
月
25
日
（
木
）
14
時
00
分 

民
商
会
館 

 

営
業
時
間
短
縮
協
力
金 

第
2
期
分 

対
象
期
間
2
月
8
日
（
月
）
～
2
月
28
日
（
日
） 

支
給
額 

1
店
舗
金
額
１
２
６
万
円 

申
請
期
間
4
月
19
日
（
月
）
ま
で 

申
請
書
が
必
要
な
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
第
1
期
の
申
込
番
号

が
分
か
る
場
合
は
一
部
書
類
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 


